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▶Waのまちなか展示
　盛岡の森の素材を使ったリー
スを展示します。

 12月１日㈰～25日㈬
 大通りや肴町など約15カ所

▶シンボルリース制作と点灯式
　盛岡産の杉の葉を使った直径
２㍍のリースを作り、飾りつけをします。飛び入り参加も歓
迎。「Wａのまちもりおかリースフェスティバル」のオープ
ニングを飾るセレモニーとして、完成したシンボルリース
の点灯式を行います。

 12月１日㈰、制作は10時～13時、点灯式は13時半～14時
 ホットライン肴町北日本銀行肴町支店前

▶Waのまちもりおかリース展
　応募されたリースの中から、来
場者の投票と有識者の審査によ
り今年の大賞を決定。過去の入
賞作品も含め、多彩なリースが一
同に展示されます。

 12月３日㈫～８日㈰、10時～
18時※８日は15時まで

 県公会堂（内丸）
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盛岡産の材料で…

リースを作ってみませんか

サンタクロースの飾りを作ります。
 11月28日㈭～30日㈯、９時半～15時
 都南つどいの森（湯沢１）
 各４人※中学生以上
 1000円
 電話：11月18日㈪９時から
 都南つどいの森☎638-2270

木製・クリスマス雑貨
サンタクロース作り教室

木のつるにコニファー（松などの枝）を編
み込んで、クリスマスリースを作ります。

 12月４日㈬10時～12時
 就業改善センター（好摩字野中）
 20人※18歳以上　  3000円
 電話：11月18日㈪９時から
 好摩地区公民館☎682-0055

コニファーと木の実の
クリスマスリース講座

木の実やつるを使ってクリスマスリースを
作ります。

 12月14日㈯10時～12時
 高松地区保健センター（上田字毛無森）
 20人　  528円
 電話：11月18日㈪10時から
 環境企画課☎626-3754

環境学習講座
クリスマスクラフト

木の実などの自然素材を使ってクリス
マスリースを作ります。

 12月20日㈮10時～12時
 乙部地区公民館（乙部６）
 12人　  500円
 電話：12月２日㈪10時から
 同館☎696-2081

クリスマスクラフト講座

昨年度の大賞作品
「みんなのちから」
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地域活動やボランティア活動などで、まちづくりに関わる人たちを紹介します

　平成24年10月に、地区内の７つの自主防災
隊を１つにまとめ、東厨川地区自主防災会を結
成しました。毎年開催している防災訓練では、
盛岡西消防署の協力の下、通報訓練や煙体験
など、現実に近い訓練をはじめ、消防車の展示
や消防服を着ての撮影会、防災かるたゲームな
ど、大人も子どもも楽しく防災の知識を身につ
けられるよう、工夫をしています。今年はより
実践的な避難所の運営模擬体験を実施。避難

第７回

１人１人の防災意識の向上のために

東厨川地区自主防災会 佐藤栄
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者それぞれに合った誘導の仕方など、実際に
起こりうる出来事への対処方法を学びました。
東日本大震災の復興支援の一環として始めた、
訓練後の「さんま祭り」を楽しみにしている住
民も多く、参加者は毎年増え続け、今年は400
人近くが参加。佐藤会長は「多くの人に災害の
恐ろしさを感じてもらい、現実的な訓練を毎年
続けることで防災意識の向上につなげたい」と、
訓練を継続することの重要性を語りました。

▲防災かるたで、遊び
ながら知識をつけます
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さんまものせられる新
聞紙の皿は、今では手
が勝手に動いて作れる
ようになりました。


